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こ
の
た
び
県
は
、
本
格
的
に
行

財
政
構
造
改
革
に
着
手
し
、
そ
の

為
市
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
・
県

の
極
端
な
行
革
へ
の
舵
取
り
に
大

変
苦
慮
し
て
お
り
、
市
長
と
し
て

苦
渋
の
選
択
が
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
是
非
と
も
ご
理
解
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

市
と
し
て
も
平
成
二
十
年
度
予

算
の
編
成
方
針
を
打
ち
出
し
、
議

会
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
単
に
事
業
費
を
縮
小
す
る

だ
け
で
は
な
く
重
要
性
・
緊
急
性

を
考
慮
し
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ

る
対
応
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
各
種
事
業
の
財
源
確
保

は
市
長
と
し
て
の
至
上
命
題
で

す
。
先
般
、
県
知
事
に
対
し
再
度

数
多
く
の
懸
案
事
項
の
要
望
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
防
災
対
策
や
水

害
に
係
る
低
地
対
策
に
つ
い
て
、

福
良
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
や
三
原
川
水
系
等
に
お
け
る

対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
町
の

時
は
県
と
の
関
係
が
強
く
、
市
と

な
っ
た
今
は
、
国
と
直
接
的
な
調

整
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
事
か
ら
、
機
会
あ
る
ご
と

に
総
務
省
、
国
交
省
、
農
水
省
、
経

産
省
な
ど
精
力
的
に
お
願
い
に
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
先
般
も
増
田
総

務
大
臣
や
上
川
少
子
化
対
策
担
当

大
臣
に
お
会
い
し
、
特
徴
あ
る
事
業

並
び
に
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
対

し
て
の
支
援
を
陳
情
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
本
市
の
少
子
対
策
の

よ
う
に
全
国
に
先
駆
け
た
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
大
臣
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
、
市
の
実
態
調
査
の
指
示
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
八
年
度
特
別
交
付
税
に
て
多
額

の
追
加
交
付
が
あ
り
、
オ
ニ
オ
ン

タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
自
治
宝
く

じ
収
益
金
約
六
千
万
円
と
い
う
ほ

ぼ
全
額
が
交
付
予
定
で
あ
り
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

え
積
極
的
に
国
・
県
へ
特
色
あ
る

施
策
の
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
東
奔
西
走
の
日
々
を
送
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
十
一
年
九
月
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
賀
集
生
子

地
域
で
の
「
ほ
場
整
備
事

業
」
が
、
こ
の
ほ
ど
終
了

し
、
九
月
十
六
日
、
竣
工

記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

竣
工
式
で
は
南
あ
わ
じ

市
長
直
筆
の「
生
郷
豊
栄
」

の
文
字
が
書
き
記
さ
れ
た

記
念
碑
の
除
幕
な
ど
が
行

わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
整
備
に
よ
る
受
益
面

積
は
四
十
一
ha
で
、
事
業

費
十
億
円
。

　

生
子
集
落
で
は
こ
れ
ま

で
、
棚
田
や
不
整
形
田
で

▲記念碑を前に、完成を祝う関係者

賀
集
生せ

い
ご子
の
「
ほ
場
整
備
」
が
完
了

　

古
き
よ
き
日
本
の
伝
統
文
化
・

和
太
鼓
の
演
奏
を
堪
能
す
る
、
南

あ
わ
じ
市
県
民
芸
術
劇
場
・
和

太
鼓
松
村
組
コ
ン
サ
ー
ト
「
華
蓮

二
〇
〇
七
」
が
、
十
月
二
十
日
、

文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
県
民
芸
術
劇
場
は
、
優
れ

た
舞
台
芸
術
を
身
近
に
鑑
賞
す
る

こ
と
で
市
民
の
文
化
向
上
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
㈶
兵
庫
県
芸

術
文
化
協
会
と
南
あ
わ
じ
市
県
民

芸
術
劇
場
実
行
委
員
会
が
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
演
奏
し
た
松
村
組
は
、
七

人
の
小
編
成
と
は
感
じ
さ
せ
な
い

迫
力
を
出
し
、
ま
た
マ
リ
ン
バ
や

ケ
ー
ナ
な
ど
の
民
族
楽
器
も
取
り

入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
多
彩
な

競
演
が
行
わ
れ
、
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

▲勇壮で迫力ある演奏をする和太鼓松村組

県
民
芸
術
劇
場

勇
壮
な
和
太
鼓
の
音
に
感
嘆

農
地
の
集
約
化
を
図
る

南
海
地
震
に
備
え
訓
練

　
「
十
月
二
十
八
日
午
前
九
時
、

東
南
海
地
震
と
南
海
地
震
が
連
動

し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
六
の

海
溝
型
巨
大
地
震
が
発
生
、
南
あ

わ
じ
市
内
で
最
大
震
度
六
弱
の
揺

▲津波に備えて福良港周辺で水門を閉鎖

れ
を
観
測
し
、
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
。」

　

今
後
三
十
年
以
内
に
、
約

五
十
％
の
確
率
で
発
生
が
予
想
さ

れ
る
地
震
を
想
定
し
た
、
南
あ
わ

じ
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

市
民
や
消
防
団
員
ら
約
一
万
七
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
国
土
交
通
省
と
兵
庫

県
な
ど
が
芦
屋
市
を
メ
イ
ン
会
場

に
し
た
「
兵
庫
地
区
地
震
津
波
防

災
総
合
訓
練
」
と
連
携
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
、
地
震
発
生
を
知
ら

せ
る
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
訓
練
を

開
始
。
市
内
の
全
二
百
三
集
落

で
は
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
、
災
害
に
備
え

ま
し
た
（
沼
島
地
区
で
は
、
十
月

二
十
七
日
に
実
施
）。

　

同
時
刻
、
中
央
庁
舎
に
は
災
害

対
策
本
部
、
ま
た
分
庁
舎
に
は
現

地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
被
害

状
況
の
確
認
や
住
民
へ
の
避
難
勧

告
・
指
示
を
出
す
図
上
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

津
波
警
報
の
出
た
福
良
港
の
周

辺
で
は
被
害
軽
減
の
た
め
水
門
を

閉
鎖
。
メ
イ
ン
会
場
の
福
良
小
学

南
あ
わ
じ
市
防
災
訓
練

▲土のう積み訓練（八木鳥井集落）

　

女
性
消
防
団
員
「
チ
ー
ム
サ
ザ

ン
ク
ロ
ス
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
淡
路
広
域
消
防
南
淡
分

署
職
員
と
と
も
に
「
防
災
教
室
」

を
、
十
一
月
に
市
内
四
つ
の
保
育

所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
や
ク
イ
ズ
で
、
地
震
の

恐
ろ
し
さ
や
避
難
方
法
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
、

今
後
も
子
ど
も
や
高
齢
者
向
け
に

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
、
保
育
園
児
に
防
災
教
育

▲保育園児に説明する女性消防団員（市保育所）

校
で
は
、
消
防
団
員
が
災
害
時
要

援
護
者
役
の
市
民
を
リ
ヤ
カ
ー
や

車
イ
ス
、
担
架
で
避
難
誘
導
す
る

訓
練
を
は
じ
め
、
応
急
救
護
、
避

難
所
開
設
、
初
期
消
火
、
炊
き
出

し
、
物
資
の
輸
送
、
一
斉
放
水
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
な

ど
の
訓
練
や
防
災
教
室
、
煙
体
験

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
十
一
時
、
テ
ン
ト
内
に
置

か
れ
た
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
と
モ
ニ

タ
ー
を
使
っ
て
、
中
田
市
長
が
芦

屋
会
場
の
冬
柴
国
土
交
通
大
臣
や

木
村
兵
庫
県
災
害
対
策
局
長
と
衛

▲冬柴大臣、木村局長と交信する中田市長

の
農
業
が
営
ま
れ
、
農
作
業
に
多

大
な
労
力
を
費
や
し
、
ま
た
高
齢

化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、

個
々
の
経
営
管
理
が
困
難
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
同
集
落
で
ほ
場

整
備
運
営
委
員
会（
安
田
一
代
表
）

を
立
ち
上
げ
、
地
権
者
六
十
三
戸

の
同
意
の
も
と
に
、
平
成
十
一
年

に
同
事
業
に
着
手
、
八
年
を
か
け

整
備
を
進
め
、
完
成
に
至
り
ま
し

た
。

　

農
地
の
集
約
化
に
よ
り
、
大
型

機
械
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
手
農
業

者
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

星
回
線
で
交
信
。
被
害
状
況
な
ど

を
報
告
す
る
と
、「
人
命
の
安
全

を
最
優
先
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
激
励
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

▲災害時要援護者（役）を運ぶ
　地元消防団




